
















はじめに 

われわれは昨年度の本研究班班会議において先天異常のモニタリングのためのモデル疾患

として先天性副腎過形成(21-水酸化酵素欠損症:以下本症)をとりあげ,本症の早期新生児

期におけるマス・スクリーニングの方法ならびにその結果について報告した。本年度はマ

ス・スクリーニングシステム確立後の結果について述べ,さらにこれにより発見された本症

患児について報告する。 


